
 

11 月分                           №13 

件 名 高等学校の統廃合について 

受付日 令和７年 11 月 25 日 

ご意見・ご提案

の概要 

現在、定員割れの高等学校が増加しており、今後さ

らに少子化が進むことが予想される。特に、複数の高

校が存在する地域においては、学校の統合も選択肢と

して検討されるべきではないかと考える。 

 僻地にある高校は、地域にとって唯一の教育機関で

あることもあり、安易な閉校は避けるべきだと理解し

ている。しかし、教職員の人件費や学校施設の維持・

修繕費、さらに将来的な建て替え・取り壊しなどを考

慮すると、財政への影響も大きくなるのではないかと

懸念している。 

 地域に必要な教育環境を維持しつつ、持続可能な学

校運営のための再編を検討いただきたい。 

県の考え方 令和 11 年以降の急激な生徒減少期を見据え、「第４

次岐阜県教育振興基本計画（令和６年３月策定）」にお

いては、県立高校の在り方についてその方向性の検討

に着手する旨記載をしたところです。 

 県立高校の将来像を描くにあたり、幅広い分野の

方々からのご意見や、国の支援策の活用も視野に入れ、

検討を進めてまいります。 

担当課 教育委員会 教育総務課 

 


